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抄  録 近年地域コミュニティの希薄化が問題になっている。この問題解決のためには地域の人が自
由に利用できる地域の人の憩いの場が必要であると考える。雑司が谷公園丘の上テラスは地域の人が高い
頻度で繰り返し使うサードプレイスであり，学校，保育園，習い事などの知り合いによく合い，共に時間
を過ごす場となっている。コミュニティをさらに促進させるためにはその設えも重要であると考える。交
流を促すために長く滞在させることが効果的であり，滞在時間が長くなるような座席レイアウトを模索し
た。その結果テーブルを繋げ相席状態を作る，通路向きの席を増やすことが重要である。 
  キーワード：サードプレイス，地域コミュニティ，座席レイアウト，コミュニティカフェ，公園 
  
Abstract Recently, people’s sense of local community and their perception of its importance has weakened. In 
order to solve this problem, we believe that a place for local people to relax that can be freely used by local 
residents is necessary. Zoshigaya Park Okanoue Terrace is a “third place” that is used frequently and repeatedly 
by local residents, where they often meet their neighbors and spend time together. This study discusses the best 
layout of tables and chairs in Okanoue Terrace café to promote more communication between users. We 
researched seating layouts that encourage people to stay longer in order to interact with each other more. The 
results of the study suggest that connecting tables to create a shared seating environment, and increasing the 
number of seats facing the aisles would be most effective.  
  Keywords: Third Place, Local Communities, Seating Layout, Community Café, Park 
  
  

１ はじめに 

近年，地域コミュニティの希薄化が問題になって
いる。近所の人と顔を合わせれば挨拶し，立ち話を
し，近隣の子供と大人が顔見知りで声を掛け合えて
いた。このようなコミュニティを形成していくため
には，地域の人が集まれるコミュニティ形成の“憩
いの場”があることが，必要であると考える。かつ
ては，そういった場が道端や空き地といった場にあ
り，地域の人々が自然に集まり，老若男女が同じ場
にいることで，顔を覚え，会話が生まれる。 
久隆１で何か交流を目的としたイベントを題材に，

交流の場の必要性がわかる。橋戸２ではNPOや自治

体などがイベントやコミュニティカフェを開かなく
ても，30 年以上続く地域に根ざした喫茶店も自由な
コミュニティの場であるとしている。青木・伊藤３，
出口・横山･宮岸４，岩波・山田５などから，カフェ
などの座席レイアウトによって利用状況が変わるこ
とがわかっている。しかし，長年続く喫茶店のよう
に常連客が自然に自由に交流できるような場の必要
性やコミュニティ促進の設についてはまだ十分な検
証は行われていない。 
本研究ではそのような地域の憩いの場，コミュニ

ティ形成を促進する設えを提案することを目的とす
る。 
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２ 雑司が谷公園ひろばくらぶと丘の上テラス 

本研究対象とする雑司が谷公園は 2020 年 3 月に
旧高田小学校の跡地を再生した空間で，道を挟んで
隣接していた既設の雑司が谷公園と一体化して運用
されている。木造密集市街地の中央部にあり，防災
の拠点としてのオープンスペースの確保と，防災倉
庫を兼ねた準救援センター（豊島区における災害時
の対応拠点）として利用されることを意識して，地
域住民との意見交換を踏まえて計画された。開園後
の運営にも，近隣町会長等から構成される公園運営
協議会により運営されている。 
芝生の広場の他，ボールひろばや水遊びひろば，

遊具がある他，かまどベンチや深井戸などの防災設
備もある。丘の上テラスはその雑司が谷公園の北部
にある屋内施設である。大きな庇が特徴の建物であ
り，“まちの縁側”を象徴している。エントランス
ホールには机椅子の他，ロッカーや本棚があり，住
民が自由にしようすることができる。厨房も併設さ
れており，カフェを営業することもできる設備が
整っている。その他，集会室，防音室，管理人室，
トイレ，授乳室があるほか，非常食等を保管する備
蓄倉庫やソーラーパネルが完備されている。(図１) 

NPO 法人雑司が谷ひろばくらぶは，公園の計画
づくりを検討する参加者有志から創設された NPO
で，公園完成後は，区の公園管理担当者や公園運営
協議会と連携をとり運営に協力している。災害時の
利用苦に加え，公園来園者の交流の場となることを
目的に設けられたキッチンを活用したカフェの運営
についての提案と実行を依頼されている。公園は開
園当初から新型コロナウイルスの対応が続き，限定
的な飲料の販売しか実施できないでいるものの，図
１内ｂに示されるような，椅子とテーブルのある空
間は，公園利用者の憩いの空間として利用されてい
る。なお屋内での飲食は禁止されているため，図１
中ｂ空間はカフェの一部というよりは，屋内の交流
スペースとしての位置づけで利用されてきている。
なお，本研究は，この NPO との連携のもと実施し
た。 

３ 既存レイアウトの利用実態 

 6月 2日(水)，6月 27日(日)，7月 14日(水)，7月
25 日(日)の４日間 10:00~17:00 に既存レイアウトで
の利用状況を調査した。４日間の合計利用者数はの 

 
a 縁側
b エントランスホール
c 厨房
d 防災公園としての機能の一部がある 

図１ 丘の上テラス図面 
 
べ 482 人であり，平日は 60 人代，休日は 100 人或
いは 200人を超え，平日に比べ休日の方が，利用者
数が多い。年齢については，調査者の判断により子
ども（高校生以下と判断された人），高齢者（概ね
70 歳以上に見える人），大人（高齢者，子ども以外
の成人と見える人）に分類を行った。高齢者の利用
は平日休日あまり変化がない。大人の利用は曜日に
大きく左右されており，休日の大人の利用は平日の
倍以上となっている。平日は高齢者，子供の利用が
中心だが，休日は子供，大人の利用が中心である。
更に，各日の来場者の割合で見ると(図２)平日は高
齢者の割合が高くなり，休日は子どもの割合が増え
る。割合のみで見ると大人の利用に平日も休日も大
きな差がない。 
時間帯(図３)別で見るとこれはどの日も大きな差

がなく，14時以降に利用が増える。12時 13時のラ
ンチタイムの利用が少ない。午前中は親子連れが多
く，午後になると小学生の利用が増える。高齢者も
午後から増えるケースが多い様子。いつも集まって
いる高齢者のコミュニティの方が午後に集まってい
ることも大きく影響していると考えられる。 
行動(図４)を見ると圧倒的に遊びの利用が多い。

ついで会話が多く，コミュニケーションの場として
成立している様子が確認できる。休憩，飲食，パソ
コン作業とそれぞれ思い思いに行動している様子が
確認でき，地域の人が自由に使える場として定着し
ている様子も確認できる。座席別(図５)に見ると一



雑司が谷研究 15 ―コミュニティカフェの交流を生み出す配置計画― 

― 97 ― 

番利用が多いのは丸テーブルである。子どもの利用
が圧倒的に多い席である。ついで大人の利用も多く，
付き添いの親が利用していると考えられる。ついで
多いのはテラス席である。テラス席は飲食可能であ
るため，お弁当やおやつを食べるための利用が多い。
また高齢者のみで見ると一番多く，高齢者とあるコ
ミュニティのお決まりの場所となっており，いつも
集まって利用している。その他，座席の利用方法に
も特徴があった。こどもは座席を動かさず，机に
集っている。椅子がたりなくても，持ってくること
はあまりせず，たったまま利用するケースが多い。
一方で大人は椅子を動かし，着席空間を確保した上
でテーブルを利用する。つまり子どもが机に集うの
に対し，大人は椅子のあるところに集っている。親
子，子どもを中心に，本棚の利用が非常に多い。４
日間で１度だけ，本棚の近くの席で，知り合いでは
ない親子が会話をしているのを見た。高齢者は子ど
もがボール広場で遊んでいる様子を眺めている人が
多い他，通路むきに座る人が多い印象を得た。 
４日間の平均利用内訳(図６)から改めて幅広い世

代に利用されていることがわかる。全国街区公園利
用者内訳と比較すると，子どもと高齢者の利用が多
いことがわかる。全国的に公園が高齢者の溜まり場
になりにくいのかもしれないが，丘の上テラスでは
高齢者の溜まり場となっている。全国街区公園利用
者内訳と日本の人口内訳を踏まえた上で，４日間の
利用者内訳と豊島区の人口内訳と比べると，多くの
世代に利用されていると言えるだろう。大人世代の
利用は少ないが，全国のコミュニティカフェ利用者
の内訳と比較しても幅広い世代に利用されている
サードプレイスである事がわかる。 

 

 
図２ ４日間の利用者内訳 

 

 
図３ ４日間の時間帯別合計利用者数 

 

 
図４ ４日間の合計利用者行動内訳 

 

 
図５ ４日間座席利用状況 

 

 
図６ ４日間平均利用者内訳と比較 
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４ 座席レイアウトによる利用者の変化 

本章では 4種類の座席レイアウトを実施し，観察
調査から利用状況や交流の様子を分析し，丘の上テ
ラスの使われ方やサードプレイスの必要性を検討す
る。調査は，夏休み期間を中心とした 2021 年８月
11 日から 10 月６日で，レイアウト 2週間ごとに変
更を行うこととして，来場者の観察調査は合計 17
日各 13時から 17時の４時間行った。 
レイアウトは図７に示す 4種類で行う。座席レイ

アウトについては，通りがかった人との交流の生ま
れやすさを意識して着座場所が通路に向いた席を増
やすこと，テーブルを集めるタイプ離すタイプとの
２つの視点の組みあわせによるものである。なお，
新型コロナウイルスへの対応の求められる期間で
あったため，その点についての配慮も踏まえた提案
を行った。 
 世代別の利用者の結果は，６月に実施した既設

の配置の調査時と比すると夏休み期間を含んだこと
もあり，子どもの割合が多い(図８)。子どもは曜日
に関係なく利用が一番多い(図９)。天気が悪いと人
数は減るものの，割合から考えると雨の日でも利用
する子が多いことがわかる(図 10)。カフェ空間内で
知り合いに出会っている様子や公園で待ち合わせを
している様子も頻繁に見かけた。その日遊べる子が
公園に集合して遊んでいる様子も見られた。放課後
に気軽に集まる場所，いわばサードプレイスとなっ
ている。 
曜日別に見ると平日の利用に比べ，休日の利用が

圧倒的に多いことが分かった(図９)。しかし利用者
同士の交流は平日の方が起こりやすようである。人
数が少ないため，話しかけやすいことや高齢者の利
用が多いことが理由として考えられる。 
座席利用について，利用件数の総計を，利用場所

別に図 11 に示す子どもは大人数で利用できる席や
入口や本棚からの道のりが近い席を選んでいる傾向
にある。大人は曜日によって利用が変化する(図９)。
平日は子どもの遊びの付き添いのほか，パソコン等
の作業や勉強に利用するケースも多く，利用時間が
長くなっている(図 12，表 1)。在宅勤務の気分転換
場所等として利用しているのではないかと考えられ
る。休日は子どもの付き添いがほとんどで滞在時間
が子どもと同じくらい短い(表 1)。大人の座席選択
傾向としては，子どもが座っているところに座る傾

向や端の席を選ぶ傾向にある。高齢者は平日の方が
どちらかというと利用が多い(図９)。滞在時間がと
ても長く(表１)，その場であった人と会話を楽しん
でいる(図 12)。この空間を交流の場として最もよく
利用している世代であった。連日同じ時間に来場し
て出会うコミュニティも形成されており，テラス席
をほぼ毎日利用していた(図 11)。高齢者は天気に一
番左右される世代でもあり，雨が降っている日の高
齢者の利用は 10％未満に落ちている。知らない人
と話す人は高齢者が多い。 
利用座席の状況を見ると丸テーブル，テラス席の

利用が多い (図 11)。丸テーブルは本棚に近く，お
もちゃや本を取り，一番近くの席に座るケースをよ
く見かけた。また一番広い席でもあり，幅広い世代
から人気であるように感じた。テラス席は外で遊ぶ
子供達の休憩場所としての利用や高齢者グループの
お決まりの場所となっており，利用者が多い。入り
口から近い席は入れ替えが多いために，利用者数が
多いという結果に繋がったものと考えられる一方，
入り口からは遠く，かつ端の席も大人を中心に利用
頻度が高い。奥テラス席は半屋外のスペースでかな
りこじんまりしたスペースであるため，飲食や勉強
など長時間の利用が多かった。 
横ならびの中央の席は，一人できた人が利用する

様子はあまり見られず，連れがいる人が利用してい
る印象であった。座席によって利用行動も多少異な
り，テラス席は高齢者グループが利用するため会話
の利用が多い。それ以外は遊びの利用が多いが，パ
ソコンやタブレットを使用する人は入口から遠い席
を利用するようである。当然ゲームやパソコン等の
作業をする人は長時間の利用となる場合が多い。 
利用方法では，公園であるため当然だが，遊びの

利用が圧倒的に一番多いが，ついで多い利用が会話
であった。高齢者を中心に交流の場になっているこ
とがわかる。また飲食，パソコン作業，読み物書き
物など，各々が自由に使える場所として定着してい
る。 
滞在時間が長い方が，交流が多いことも分かった。

地元の人がよく利用する場所であるため，合流や知
り合いに会うことは多いが知らない人との会話はと
ても少なかった。新たな交流関係構築の場にはなっ
ているとは言えないが，長い時間をかけることで，
高齢者のコミュニティのように交友関係が広がる場
になる。 
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Ⅰ 全席通路向き Ⅱ 席間 90㎝以上 

  
Ⅲ 一部通路むきの席 Ⅳ 席間 60㎝以内 

図７ レイアウト変更案について 
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図８ 利用者内訳 n=1410 

 

 
図９ 曜日別利用者内訳 

 

 
図 10 天気別利用者内訳 

表１ 世代別滞在時間 

 
 

表２ レイアウト別平均滞在時間 

レイアウト案 滞在時間 
既設 32 分 16 分 

I 31 分 21 秒 
II 37 分６秒 
III 39 分 56 秒 
IV 43 分 40 秒 

 
 
 
 
 
 

 
図 11 世代別座席利用状況 

 

 
図 12 世代別利用行為 
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表３ レイアウト別の様子 

 
 
 座席レイアウトウィ４案比較するとⅢのレイアウ
トが，一番平均滞在時間が長い(表２)。また表 3 か
らも，一番交流が多いといえるのではないだろうか。
滞在時間が長くなるように席間が 90 センチ以上に
なっており，知り合いを見つけやすいように通路を
向いている席も多い。テーブルがつながっているた
め，話しかけやすい。以上のような特徴がある。 
 

５ 座席利用の意向 

 観察状況の裏付け詳細な利用状況の把握と利用状
況の傾向の根拠や理由の裏付けを目的にヒアリング
調査をおこなった。合計 36 名にヒアリングを行い，
8 名の子ども，23 名の大人，5 名の高齢者に実施し
た。 
 利用者の 9割近くが２回以上利用し，利用頻度は
(図 13)半数以上が１週間に１度は利用しており，9
割近くの人が１ヶ月に１回は利用していた。近隣住
民を中心に，日常的にコンスタントに利用されてい
る空間となっていることが確かめられた知り合いに
会う頻度を確かめたところ，図 15 に示す通り，毎
回誰かに会うという回答が４割を占め，日常的に知

人と会うための場となっている高い。当該座席を選
択した理由をきくと端の席や周りが空いている席を
好む傾向が分かった。子どもは特に意識的に着座場
所を選ぶ回答は少なかった。また付き添いの大人は
子どもが遊んでいるところに近いなど子ども基準で
選んでいる。 
利用目的の回答は遊びが一番多いが，飲食，読書，

勉強，おしゃべりや集まりなどバラエティに富んで
いた(図 14)。観察者による実際の利用状況の結果で
も，遊びの次に，休憩・休息・思考が多く，その後
は読み物，携帯電話の使用，会話，飲食がほぼ同じ
くらいの利用であった。綺麗で施設が整っているこ
とを利点に感じ利用している人が多いことも分かっ
た。ただやはり新たに知り合いができた人はとても
少ない(図 16)。しかし，知り合いができたという人
の様子から考察すると，ペットなど会話のきっかけ
になる仕組みがあることで新たな会話に繋がると考
えられる。また保育園，学校，習い事など別のコ
ミュニティで顔見知りになった人と公園で出会った
ことで会話を始めたという回答もあり，地元の人が
集まる場所ならではの新たな交流もあるようだ。 

 

 
図 13 利用頻度

 

18.2% 15.2% 24.2% 27.3% 3.0% 12.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほぼ毎日(週4~7回) 週2~3日程度 週に1回程度 月に1度程度 半年に1回程度 それ以下



日本女子大学紀要 家政学部 第 70号  Jpn. Women’s Univ. J. Vol.70（2023） 

― 102 ― 

 
図 14 利用目的 

 

 
図 15 知り合いに会う頻度 

図 16 新たな知り合いができたか 

６ まとめ 

本研究では観察調査とヒアリング調査から利用状
況や交流の様子を分析し，丘の上テラスの使われ方
やサードプレイスの必要性を考えた。 
 世代別に見ると子供の大半は遊んでいるが，勉強
や読書をする子も多い。公園での待ち合わせや公園
で出会い一緒に遊ぶ様子もよく見かけた。また丸
テーブルの利用頻度が高く，無意識に広い席を好む
傾向があるが，子供の平均滞在時間は曜日によらず
30 分程で，短時間の利用が多い。大人の平日の利
用は子供の遊びの付き添いの他，パソコン等の作業
が多かった。平均滞在時間も 49 分と長い。休日は
子供の付き添いが大半で，滞在時間も 27 分と子供
同様短い。親同士の知り合いが多く，合流や知り合
いに会う様子も度々見られた。座席選択傾向として
子ども基準で選ぶか，人と距離を置ける席を選ぶ傾
向がある。高齢者は平均滞在時間が 1時間以上と他
世代に比べ，曜日に関係なく長い。しかし天気に
よって利用者数が大きく変化し，天気が悪いと利用
者数が大幅に減る。利用座席はテラス席が圧倒的に

多く，“お決まりの場所”となっている。その他入
口から近い席を利用することが多いようである。会
話をしている人が多くコミュニケーションョンを求
めている事が顕著にわかる。知らない人との会話も
多く，高齢者と若者が話している様子も度々見られ
た。 
利用座席の状況を見るとおもちゃのある本棚から

近く，広い丸テーブル，外で遊ぶ子どもの休憩や高
齢者グループのお決まりの席であるテラス席の利用
が多いことがわかる。その他個人での作業利用なの
か，グループ利用なのかで座席利用選択や滞在時間
が変わることがわかった。 
交流の様子を見ると新たな知り合いができたケー

スは非常に少ない。新たな交流にはなにかきっかけ
になる仕掛けが必要だと考える。実際子どもがおも
ちゃを遊んでいるところから親同士の会話に繋がっ
ているケースを複数見かけた。気軽に人と共有した
くなるものや，敢えて少し使い方が難しいものを用
意することで，会話が生まれる可能性があると考え
る。 
しかし，合流や知り合いに会う人が多いことから，

地元の人によく使われている“地元の人の溜まり場”
であることは確認できる。ヒアリングでも「知り合
いに会ったことがない」という人の方が圧倒的に少
なかった。利用頻度も週に１回以上きている人が半
数近くおり，サードプレイスとして定着していると
言えるだろう。新たなコミュニティは生まれなくて
も，知り合いに遭遇することが多い。知り合いを見

3.6% 9.1% 9.1% 10.9% 3.6% 41.8% 9.1%
1.8%

1.8%
9.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

勉強 読書 おしゃべりや何らかの集まり 飲食
時間調整、暇つぶし 遊び 休憩・休息 待ち合わせ
トイレ利用 その他

40.7% 18.5% 14.8% 3.7% 22.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎回誰かに会う 2〜5回に1回ほど会う 6~10回に一度会う それ以下の頻度であう 無回答

11.1% 80.6% 8.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できた できない 無回答
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つけやすい入口から近い席の方が，交流が起こりや
すいようである。 
また滞在時間が長い方が，交流があると言える。

滞在時間が長い方が，知り合いに会う確率が高く，
合流していることが多い。また知らない人との会話
も多い。 
当然だが，会話を目的でくる人の方が交流するこ

とが多い。アンケートからもおしゃべりを目的にく
る人も多く，コミュニケーションの場として定着し
ていると言える。 
丘の上テラスは雑司ヶ谷地域の人に繰り返し使わ

れている，地域の人が気軽に集まれる場所である事
がわかった。災害への備えとして設けられた公園で
ありながらも、木造密集市街地内の細街路に囲まれ
た地区にあり、近くにある「としまみどりの防災公
園（IKE-SUNPARK)」とは異なり特に高齢者を中心
にコミュニティの場になっていることも確認できる。
子どもやその親の世代も知り合いに会うケースが多
いほか待ち合わせをして利用しているケースも多い。
こどもや高齢者に関してはその日来ることができる
ひとが来て，あそんだり会話を楽しんでいたりする
とても自由な関係性である。その利用方法から公園
がサードプレイスとして定着している事が確認でき
た。 
今回の調査では，レイアウトⅢ(図７)が一番交流

の多いレイアウトであると確認できた。人と人との
距離を座席占有時間が長くなると言われている 90
センチにしている，テーブルを繋げ相席状態を作る，
通路向きの席が多いことなどが挙げられる。 
今回の研究を通し，サードプレイスの必要性と

サードプレイスにおいて，交流を促進する座席レイ
アウト提案した。しかし今回はコロナ禍であったも
のあり，制限が多く今後より詳細かつ多くのデータ

を集めることで，より効果の高い設えが提案できる
だろう。それにより，地域コミュニティが活性化さ
れ，温かい繋がりのある街が増えていくことを期待
する。 
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